
 

 

情報通信審議会 情報通信技術分科会ＩＴＵ部会（第 15回）議事録（案） 

 

１ 日 時 

令和２年１月 30 日（木）14時 00分～15時 18分 

 

２ 場 所 

総務省共用会議室１（10階） 

 

３ 出席者 

(1) 委員（50音順(敬称略)） 

相田 仁（部会長）、伊丹 誠 

(2) 専門委員（50音順(敬称略)） 

今井 朝子、梶原 ゆみ子、門脇 直人、川口 忠久、児玉 圭司、古賀 正章、 

芹沢 昌宏、武田 幸子、西岡 誠治、橋本 明、藤本 正代、前田 洋一 

(3) 総務省 

巻口国際戦略局長、二宮審議官、柴崎総務課長 

  （総合通信基盤局） 

   深堀国際周波数政策室長 

(4) 事務局 

山口通信規格課長、萩本国際情報分析官 他 

 

４ 議事 

(1) 2019年無線通信総会（RA-19）の結果について 

(2) 2019年世界無線通信会議（WRC-19）の結果について 

(3) 2020年世界電気通信標準化総会（WTSA-20）について 

(4) その他 

 

資料 16-3 



 

－1－ 

 

開  会 

 

○相田部会長  定刻となりましたので、第１５回情報通信審議会情報通信技術分科会Ｉ

ＴＵ部会を始めさせていただきます。 

 まず１月期の定期改選におきまして、当部会の専門委員が２名変更となりましたので、

ご紹介させていただきます。 

 宇佐見専門委員のご後任として、ＫＤＤＩ株式会社技術企画本部標準化推進室長の古

賀専門委員、それから、佐藤専門委員のご後任といたしまして、電波産業会理事、西岡専

門委員にご着任いただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○西岡専門委員  よろしくお願いします。 

○相田部会長  本日の議題は、議事次第にございますとおり（１）２０１９年無線通信総

会（ＲＡ－１９）の結果について、（２）２０１９年世界無線通信会議（ＷＲＣ－１９）

の結果について、（３）２０２０年世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２０）について、

（４）その他の４点となってございます。 

  

議  事 

 

（１）２０１９年無線通信総会（ＲＡ－１９）の結果について 

 

 

○相田部会長  議題１、２０１９年無線通信総会（ＲＡ－１９）の結果について、資料に

つきまして事務局からご説明をお願いいたします。 

○萩本国際情報分析官  資料１５－３を御覧願います。ＲＡ－１９結果についてでござ

います。 

 表紙をめくっていただきまして、１ページ目の上段に概要を記載しております。 

 ＲＡは、ＩＴＵの無線通信部門の総会でありまして、通常３年から４年に一度開催され

ております。この総会が、昨年、２０１９年１０月２１日から２５日の５日間、エジプト

のシャルム・エル・シェイクというところで開催されました。２０１９年に開催されたＲ

Ａですので、以下、ＲＡ－１９と呼ばせてもらいます。このＲＡ－１９には、世界８８カ
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国から５１１名が参加し、我が国からは、審議官の二宮を団長にしまして、３６名が参加

いたしました。議題としましては、勧告案の承認、決議案の承認、次期研究会期の研究課

題案の承認、そして研究委員会、ＳＧ等の各委員会の議長・副議長の任命となっておりま

す。 

 下段に移りまして、ＳＧからの提出された勧告案の承認についてでございます。ＩＴＵ

―Ｒの勧告につきましては、前研究会期におきまして新規、改訂合わせて１９２件の勧告

が承認されております。そして、ＳＧで合意に至らなかった５件が、今般のこのＲＡ－１

９で審議されました。この５件のうち、新規が２件、改訂が３件ございます。そして、こ

れらが全て承認されてございます。承認された勧告の例としまして、新規と改訂を１件ず

つご紹介させていただきます。 

 新規といたしましては、落水者救助等に使用される自律型海上無線機器（ＡＭＲＤ）と

いうものの定義、技術特性、運用特性を定めた勧告でございます。従来、船舶の航行管理

に用いられておりますＡＩＳ（自動船舶識別装置）を人に適用したものでございます。今

般ＲＡ－１９の後に開催されました世界無線通信会議、ＷＲＣ－１９におきまして、使用

周波数についても合意されてございます。 

 そして、改訂勧告のほうでございます。こちらの勧告は、ＩＭＴの周波数配置に関する

勧告になります。ＩＭＴは、２０００年代の３Ｇ、第３世代移動通信システムからグロー

バルな周波数が特定されてございます。今回の改訂では、２０１５年のＷＲＣ－１５で特

定されましたＩＭＴの周波数、いわゆる５Ｇの周波数の現行化、アップデートを行うこと

を主とする改訂となっております。他方で、ＩＭＴシステムにつきましては、日本を含め

て地域利用される周波数もございますので、今回の改訂に合わせまして、地域利用の周波

数もＩＭＴ周波数と同様にＲＲ（無線通信規則）の遵守が必要、すなわちＩＭＴと同様の

保護基準の遵守が必要とする日本からの意見も取り込まれる形で改訂が行われておりま

す。 

 続いて２ページ目をお願いいたします。ＲＡ－１９に提出されました決議案の承認に

ついてでございます。２件の新規決議、２３件の改訂決議、３件の決議の削除が承認され

ました。例としまして、新規決議２件を記載しております。いずれも放送に関する決議に

なっております。 

 １つ目が、将来の放送の進展に向けた基本的考え方に関する決議です。国際的に協調し

た放送サービスの技術仕様が策定されるように、新しいシステム等の勧告や報告を促す
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決議になってございます。 

 ２つ目は、テレビ・音声・マルチメディア放送の進展における無線通信セクターの役割

に関する決議になっております。放送サービスが高度化する中、無線通信セクターにとど

まらず、関係セクターや関係機関との連携を促す決議になっております。 

 それから、削除された決議については、用語や定義の準備に関する指針、その手続事務

に関するものなどで、作業が終了したり他の決議に吸収されたりする形で当該決議が削

除になっております。 

 続きまして、下段のほうをお願いします。次期研究会期における研究課題の承認です。

各ＳＧでは、合計２０４件の課題が承認されまして、例示しておりますのが、ＩＭＴの高

度化に関する研究課題、そして、高度没入型映像音響システムに関する研究課題の２つを

例示させております。これは、５ページ、６ページにも参考資料をつけさせていただいて

おりますので、そちらを御覧願います。 

 まず、５ページのほうですけど、ＩＭＴの高度化に関する研究課題になっております。

２つ目の丸にございますとおり、ＩＭＴとしましては、５Ｇの技術要件が検討されました

２０００年にこの課題が設置されました。そして、４つ目の丸にございますとおり、次期

研究会期では、ＩＭＴ―２０２０、いわゆる５Ｇの無線インターフェースの技術勧告化が

大きな取り組みになるというものでございます。 

 ６ページのほうをお願いします。こちらは、高度没入型映像音響システムの研究課題に

なってございます。こちらも継続課題になります。日本などが２０１７年に提案して設定

されております。ＶＲ／ＡＲ・３６０度映像などのコンテンツ制作・交換のために必要と

なるパラメーター、視聴条件、評価方法などの研究が行われておりまして、次期研究会期

では、これに３Ｄ映像を対象に追加して検討が進められるものでございます。 

 最後になりますが、各ＳＧの議長・副議長の任命についてでございます。恐縮ですが、

３ページのほうに戻っていただきます。 

 要職者については、資質、地域バランス、ジェンダーバランスが論点になりまして任命

されております。日本からは、推薦していた放送業務のＳＧ６の議長としてＮＨＫの西田

様、それから、地上業務のＳＧ５の副議長としてＮＴＴドコモの新様。この２人は、いず

れも継続の２期目になります。そして、衛星業務のＳＧ４の副議長といたしまして、新た

にスカパーＪＳＡＴの河野様。これら３名全員が今回のＲＡ－１９によって任命される

という結果になってございます。 
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 以上がＲＡ－１９の結果についてでございます。 

○相田部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局からご説明につきまして、何かご質問、ご意見等ございま

すでしょうか。よろしゅうございますでしょうか。 

 

（２）２０１９年世界無線通信会議（ＷＲＣ－１９）の結果について 

 

○相田部会長  それでは、次の議題、２０１９年世界無線通信会議（ＷＲＣ－１９）の結

果につきまして、こちらも事務局からご説明をお願いいたします。 

○深堀国際周波数政策室長  それでは、資料１５－４に基づきまして、ＷＲＣ－１９の結

果についてご説明させていただきます。 

 １ページ目を御覧ください。有限希少な資源である電波を各国が公平かつ合理的に利

用できるようにするとともに、国境を越える電波がほかの国の無線局に有害な混信を与

えないことを確保するためには、電波が国際的なルールに沿って利用されることが重要

となります。このため、国連の専門機関であるＩＴＵ、国際電気通信連合で、電波を利用

する際の国際的なルールとして無線通信規則、Radio Regulations が定められておりまし

て、各国では、この無線通信規則に基づいて電波を利用することが求められています。世

界無線通信会議、ＷＲＣですが、無線通信規則の改訂を行うために開催されている会合と

なります。 

 ２ページ目を御覧ください。ＩＴＵの組織におけるＷＲＣの位置付けですが、先ほどご

紹介ありましたＲＡとともに、３つのセクターのうちの無線通信部門、ＩＴＵ－Ｒの重要

な会合として３年から４年ごとに開催されております。 

 ３ページ目を御覧ください。ＷＲＣに向けたプロセスですが、ＷＲＣの議題は、その前

の回のＷＲＣで決定することとされておりまして、今回のＷＲＣ－１９の議題につきま

しても、前回、２０１５年に開催されたＷＲＣ－１５において議論、合意されました。前

回、ＷＲＣ－１５で議題が決定した後、ＩＴＵでは、各議題について、それぞれ担当の研

究委員会などで検討が行われておりまして、ＷＲＣの議論のベースとなるＣＰＭレポー

トが作成されております。また、アジア・太平洋地域におきましては、ＡＰＴで計５回の

ＷＲＣに向けた準備会合が開催されまして、アジア・太平洋地域としての意見やＡＰＴ共

同提案の取りまとめが行われてきました。 
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 ４ページを御覧ください。この背景といたしまして、特にＷＲＣにおきましては、各国

から提出される単独の提案よりも地域からの共同提案の方がより重視される傾向があり、

地域機関の果たす役割が大きなものとなっております。このため、アジア・太平洋地域の

みならず、ほかの各地域、米州、欧州、旧ソ連、アラブ、アフリカなどにおいても、それ

ぞれ地域単位で準備会合を開催して、地域としての見解や共同提案を取りまとめて提出

するという流れになっております。 

 ５ページ目を御覧ください。続きまして、今回のＷＲＣ－１９の結果の概要についてご

説明させていただきます。ＷＲＣ－１９ですが、２０１９年１０月２８日から１１月２２

日にかけてエジプトのシャルム・エル・シェイクにおいて開催されました。世界の１６３

カ国から約３,３００名が参加しまして、我が国からは総務省、民間事業者、研究機関な

どから約９０名が参加しております。このＷＲＣ－１９では、非常に多くの議題が議論さ

れましたが、その中から主だったものをご紹介したいと思います。 

 まず、５Ｇ、ＩＭＴ用の周波数につきまして、今回ＷＲＣでは、２４.２５から８６ギ

ガヘルツという非常に高い帯域を対象に、ＩＭＴ特定に関する検討が行われました。これ

らの検討対象帯域のうち、いくつかの帯域については、多くの地域がＩＭＴへの特定を支

持しており、ＩＭＴ特定自体は、会合期間中の早い段階で合意されましたが、近接する帯

域を利用している地球観測衛星の保護条件などについて、議論が大変紛糾しまして、最後

まで調整が難航いたしました。結果としましては、我が国につきましては、この図にあり

ますオレンジ色の部分、合計１５.７５ギガヘルツの帯域が新たにＩＭＴ用の周波数とし

て合意されまして、これらのうち、２６.６から２７ギガヘルツ及び３９.５から４３.５

ギガヘルツについて、情報通信審議会において次回の割り当てに向けた検討を進めてい

く予定です。 

 続きまして、６ページ目を御覧ください。航空・海上分野における新たな衛星通信サー

ビスに関しまして、１７.７から１９.７、そして２７.５から２９.５ギガヘルツを新たに

移動する地球局、Earth Station in Motion――ＥＳＩＭと呼ばれておりますけれども―

―で利用するための検討が行われました。我が国としましては、この２７.５から２９.５

ギガヘルツの一部を既に５Ｇに割り当てております。このため、ＷＲＣ－１９では、５Ｇ

などの地上業務の保護を求める日本や韓国と、ＥＳＩＭを推進している欧州や中国など

の間で意見が対立しましたが、議論の結果、５Ｇを保護するためにＥＳＩＭは認められた

領土内でのみ運用可能とすることや、ＥＳＩＭ地球局の出力の制限値などを規定する新
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しい決議が合意されました。 

 続きまして、船舶関係につきまして、現在、船舶同士、また船舶と沿岸局との通信に広

く利用されているＶＨＦデータ交換システム（ＶＤＥＳ）というものがございますが、こ

れを地上のみでなく、衛星でも利用可能とするための新たな周波数分配に関する検討が

行われました。日本としては、既存の地上局に影響のない範囲でこの周波数分配が行われ

るように、地上局の保護を前提とした周波数プランをＡＰＴの共同提案として入力しま

して、議論の結果、日本が提案した周波数プランを軸とした案で衛星への新規分配は合意

されました。 

 また、鉄道無線システムで利用する周波数につきまして、各国で異なる帯域をばらばら

に利用するのではなく、できる限りグローバル、または地域でハーモナイズした形で周波

数を利用することを目指したＷＲＣの決議が合意されました。 

 また、ＩＴＳ（高度道路交通システム）につきましても、同様にできる限りグローバル、

または地域的にハーモナイズした形での周波数利用を促進するためのＷＲＣ勧告が合意

されました。 

 ７ページ目を御覧ください。これまで無線通信で利用されていなかった２７５から４

５０ギガヘルツを対象に、これらを新たに能動業務で利用可能とするための検討が行わ

れまして、一部の帯域を除いて、これらの帯域を新たに陸上移動業務及び固定業務で利用

できるようになりました。 

 また、５ギガヘルツを利用する無線ＬＡＮを含む無線アクセスシステムに関しまして、

特に５,１５０から５,２５０メガヘルツにおける無線ＬＡＮの屋外利用に関する検討が

行われました。我が国をはじめ多くの国では、既に本帯域を屋外でも利用可能としており、

現状を無線通信規則に反映することを目指していた一方で、衛星のフィーダリンクへの

影響を懸念する国が難色を示しまして調整が難航いたしましたが、最終的には、日本国内

の規則条件を反映した形で無線通信規則の改正が合意されました。 

 また、次回ＷＲＣの議題についても議論が行われまして、２０２３年に開催予定の次回

ＷＲＣ－２３の議題として、ＩＭＴ基地局としての高高度プラットフォームの活用やＩ

ＭＴ用周波数のさらなる拡大などが合意されました。 

 最後に、８ページ目に今回ＷＲＣ－１９の議題一覧、そして９ページ目に、今回ＷＣＲ

－１９で決定した２０２３年に開催予定の次回ＷＲＣ－２３の議題一覧を掲載しており

ますので、ご参照いただければと思います。 
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 以上でございます。 

○相田部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまご説明いただきましたＷＲＣ－１９の結果につきまして、ご質問等

ございましたらお願いしたいと思います。 

 今回ＲＡとＷＲＣがバック・ツー・バックでやられて、次回も同じ２０２３年に開かれ

るということは、同じような形態になるかなというふうに思うんですけど、これはもう今

後大体こういうふうにやるということで定着したと思ってよろしいんでしょうか。 

○深堀国際周波数政策室長  ありがとうございます。 

 これまでの例を見てみましても、ずっとＲＡとＷＲＣをバック・ツー・バックで同じ場

所で開催するということが慣例になっているようですので、おそらく２０２３年の次回

も同じような形で開催されるのではないかと思います。 

○相田部会長  これまで別々の年にやったことって１回もなかったんでしたっけ。あっ

たような気がしなくもないんですけど。 

○橋本専門委員  １９８０年代にはありました。９０年以降は今お答えがあったとおり

です。 

○相田部会長  そうですか。どうもありがとうございます。 

 ほかにいかがでございましょうか。先ほどのＲＡのほうについてでも結構ですけれど

も。よろしゅうございますか。 

 

（３）２０２０年世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２０）について 

 

○相田部会長  それでは、次の議題、２０２０年世界電気通信標準化総会（ＷＴＳＡ－２

０）についてにまいりたいと思います。 

 本年１１月にＩＴＵの電気通信標準化部門、ＩＴＵ－Ｔの総会であるＷＴＳＡ－２０

が開催される予定でございますけれども、現時点での議論状況や取り組みにつきまして、

事務局から報告を頂くとともに、ＩＴＵ－Ｔの最近の動向やトピックにつきまして、サポ

ーターでいらっしゃいますＷＴＳＡ－２０ ＡＰＴ準備会合の議長でもいらっしゃいま

す前田洋一専門委員からご紹介いただきたいと思います。 

 まずは、事務局のほうからお願いいたします。 

○山口通信規格課長  資料１５－５を御覧ください。 
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 １ページおめくりいただいて、先ほどＩＴＵの無線通信分野の総会の話でございまし

たが、今度は、ＩＴＵの中でネットワーク分野の標準化を行っている電気通信標準化部門

（ＩＴＵ－Ｔ）の総会でございます。これは４年に１度開催されるというもので、前回は

チュニジアで、２０１６年に開催されておりまして、次回は、本年の１１月にインドのハ

イデラバードで開催を予定してございます。 

 ＷＴＳＡ－２０における主な議題も先ほどのＲＡと同様でございますが、２つ目のポ

ツから４つ目のポツと同様に、議長・副議長の任命、それから次会期の研究課題の承認、

決議案、勧告案の承認ということがございますが、これに加えまして、今ＩＴＵ－Ｔの局

長を中心に検討を進めていますが、研究体制の次会期の議論もこちらに入ってくるとい

うふうに考えております。 

 別紙のほうで、今のＩＴＵ－Ｔの局長が考察しているＳＧ構成の見直し案についての

ご紹介をしたいと思います。研究体制の話は、実はＷＴＳＡ－１６、２０１６年にも議論

をされたんですけれども、最終的には、資料の４ページの参考１に添付の、現状の１１の

ＳＧとＴＳＡＧのまま前回の議論は維持されて終わっております。引き続き今回もＷＴ

ＳＡ－２０に向けて再度議論すべく、ＩＴＵ－Ｔの局長が、まず２月にＴＳＡＧ会合とい

うものがございますが、ＳＧ関係の横断的な議論をまた多く議論する会合でございます

が、この会合に向けて局長の考察ということで、ＳＧ組織の再編を提示しているものでご

ざいます。背景のところに、ＩＴＵ－Ｔ局長が考えている背景が書かれておりまして、標

準化の展望が大きく変化してきているということと、そういった変化に適応する必要が

あること。それから、ＳＧでの成果物の運用としての効率化とか運用効率有効性の向上を

させていくこと、他組織との連携を強化させていくというような視点から、再編の議論を

提案したというものであるということでございます。 

 具体的な提案内容につきましては、現在のＳＧの役割や構成は基礎としつつ、さらに

Working Party と言われているＳＧの下で具体的に作業する部会、こういった Working 

Partyは維持しつつ、新しいＳＧに再配置していくという、そういう考え方での再編にな

っていまして、こちらに書いてあるＳＧのギリシャ数字のⅠからⅥまでの形での再編案

を提案してきているというものでございます。例示としてでございますが。 

 こちらのＳＧⅠは、先ほどの４ページもちょっと見ていただきながら御覧いただけれ

ばと思いますけれども、ＳＧⅠとⅡは、ＳＧ１６、これが今こちらに書いてあるマルチメ

ディア、ＩＰＴＶの関係を扱っていたり、あるいはコーディング、画像圧縮技術、マルチ
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メディアの符号化とか、それからアプリケーションの関係を扱っているところでござい

ますが、これを２つに分離して、コーディングの関係はＳＧ９のケーブルテレビの関係と

一緒にしてはどうかと。それから、アプリケーションの関係は、ＳＧ２０でスマートシテ

ィだとかＩｏＴをやっていて、アプリケーションに近い部分をやっているので、ＳＧ２０

と一緒にしてはどうかという案になってございます。それから、ＳＧⅢのほうは、現状の

ＳＧ１１と１３という、プロトコルだとか将来ネットワークの関係を扱っているＳＧ、こ

れを親和性も近いということで一緒にしてはどうかと。それからＳＧⅣにつきましては、

現状のＳＧ２、これは運用管理のマネージングの議論をやっているＳＧと、あるいは料金

の関係をやっているＳＧ３、これはポリシーマターになるので、こういったものをあわせ

たらどうかという感じでございます。それから１個飛ばして、ＳＧⅥは、ＳＧ１５をその

まま現状維持という案になっていまして、こちらは、現在も光伝送網のトランスポート層

を扱っているものでございますけれども、そういった伝送路の課題については、単独でそ

のまま現状を維持してはどうかと。それから、ちょっと上に上がっていただいて、ＳＧⅤ、

こちらは横断的なＳＧということで、ＳＧ５と１２と１７、セキュリティだとか、それか

らサービス品質だとか、あるいは電磁波環境だという横断的なＳＧをひとまとめにして

はどうかという案が出てくるということでございます。 

 これは、まずはＩＴＵ－Ｔ局長のほうで検討がされている案が初めて今度ＴＳＡＧと

いう２月にございます会合で提案をされて議論が進んでいくということでございまして、

対応状況のところを御覧いただければと思いますが、まず、国内のＳＧの議長・副議長を

やっていらっしゃる方々、それからＴＳＡＧ関係者ともまず意見交換をさせていただい

ております。現状では、まず、こういった提案に対して留意が必要な事項、それから明確

にしておいたほうがいい事項を日本寄書として次回のＴＳＡＧ会合に提出するというこ

とで、もう既にシステム委員会のご審議を得て提出させていただいているものでござい

ます。具体的にどういったことを入れているかといいますと、まず、各ＳＧ内でこういっ

た構成の検討がされるということで、そういった検討結果もしっかりと尊重・考慮される

べきであるということを入れております。それから、現状ＳＧの活動にはフォーカスグル

ープというものも入ってございますので、こういったフォーカスグループが次のＳＧで

はどのＳＧでリードされるのかを明確にしてほしいということ、それからあと、本再編で

事務局運営上解決されること、したいことというのが、例えばここに書いてあるスタッフ

数の制限なのか、会議の設備による制約が解決するのかとか、あるいは運営予算の関係を
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効率化するのかなど、不明確な内容をしっかりと確認したいという意向の寄書を今回入

力しているというものでございます。対応状況としては、今このような状況でございます

が、引き続きこういった見直しの議論、大きな話なのでしっかりと対処してまいりたい、

状況把握しながら対処してまいりたいと思っております。 

 それから、その次のページ、今後のスケジュールでございます。先ほどの研究体制の話

も含めてございますが、ＷＴＳＡ、これは１１月、右上に黒三角が書いてございますが、

ここに向けて各ＳＧ会合がどんどん開催されまして、次期会期の研究課題、あるいはＷＴ

ＳＡで議論すべき決議であるとか勧告などがまとまっていく状況にございます。あわせ

て、ＡＰＴでも、先ほどＷＲＣでもございましたけれども、ＷＴＳＡ向けに準備会合を開

催する予定でございます。 

 こちら、最後のページ、５ページを御覧いただければと思います。ＷＴＳＡ－２０に向

けてＡＰＴ準備会合ということで、これを今年の６月に東京で開催をさせていただいて

ございまして、ここで設置をされてございます。全体会合とそれからワーキンググループ

が３つ設置されてございまして、本日この後ご紹介いただきますが、前田委員、全体会議

の議長をしていただいてございます。それから、ワーキンググループの議長・副議長に、

日本からも３名、任についていただいてございますので、こういったＡＰＴの取りまとめ

をしていくような議長・副議長をしっかりと押さえながら、日本としても対応をしていき

たいというふうに思ってございます。次回、ＡＰＴの準備会合でございますが、４月、タ

イで予定しています。その後も、中国、フィリピンで、東京を入れると計４回なんですけ

ども、残り３回、ＷＴＳＡまでに会合を開催していくということでございます。 

 戻っていただいて、今後のスケジュール、３ページのところでございます。こういった

ＡＰＴの会合を３回、それから、国内の対応につきましては、電気通信システム委員会、

それからＩＴＵ部会、本会合でございますが、また、ＷＴＳＡ－２０の対処につきまして

は、ご答申をいただきながら対応してまいりたいと思っておりますので、引き続きよろし

くお願いしたいということでございます。 

 私のほうからは以上でございまして、引き続きＩＴＵのトピックを、せっかくの機会で

すので、前田委員のほうからご紹介いただければと思っております。 

○相田部会長  では、前田専門委員、よろしくお願いいたします。 

○前田専門委員  ＴＴＣの前田でございます。今日はお時間いただきましてどうもあり

がとうございます。 
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 ＷＴＳＡに向けた概要については、今、山口課長のご説明もございましたので、その中

でどんな話題、トピックが議論になるかということについて、情報提供という意味でのご

紹介をさせていただきたいと思います。それで、目次に書きましたけども、ＷＴＳＡに向

けまして、ＩＴＵ－Ｔの現状というのがどうなっているかというのを簡単に共有させて

いただいて、今後の対応に当たっての対処方針、今後、ＩＴＵ部会を含めてご検討いただ

くことになろうかと思いますけれども、トピックという観点から、委員の皆様方を含めて

今後の対処に関連するご助言等をいただければなというのを目的にちょっと用意させて

いただきました。 

 まず、３ページ目ですけども、今回の研究会期、２０１７年に始まって今年末までとい

うことになっておりますけども、ここに示しましたＳｍａｒｔ ＡＢＣというのは、２０

１７年、会期の初めにＩＴＵ－Ｔ局長が挙げたある意味スローガンのようなもので、テレ

コミュニケーションという課題を扱ってきました今までのＩＴＵ－Ｔではございますけ

ども、ここで挙げられた主要課題というのが、ＡというのはＡＩですね、人工知能。Ｂが

バンキング、いわゆる金融関係を含めたビジネス、そしてＣがスマートシティとかコミュ

ニティと言われておりますＣを意味しておりまして、まさにＩｏＴとかＩＣＴの技術を

フルに使って世の中を革新的に変更させていくのに寄与するということで、いわゆるテ

レコミュニケーションの一部だという認識ではございますけども、こういった新しい方

向にこの会期、今進みつつあるというまず前提がございます。 

 もう一つ、４ページになりますけども、ＩＴＵ－Ｔの議論の仕方というのが、絵の中で

は一番左にスタディグループ、研究委員会という、課題が明確に与えられて、その中で標

準ドキュメントを策定するといったものを目的としたスタディグループという検討に加

えまして、真ん中に赤で示しておりますけども、先ほどご説明もございましたが、フォー

カスグループという、新規の課題を始めるに当たって、標準化で扱うべき課題というのは

どういうものがあるかといった標準化の準備検討を行う位置づけのフォーカスグループ

という作業方式がＩＴＵ－Ｔの中では定義されておりまして、２０００年から運用され

ておりますが、近年になりまして、フォーカスグループの活用というのが非常に活発にな

っておりまして、スタディグループの活動を拡大、充実化するという意味で重要な機能を

果たしていると認識しております。このフォーカスグループは、迅速にスタディグループ

レベルで設立を合意できますのと、ＩＴＵ－Ｔの会員でない非会員の参加を可能にして

いるということで、幅広い世の中の情報を集めた上で将来方向を議論するという仕掛け
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だというふうにご説明しておきたいと思います。 

 もう一個、ほかにＩＴＵ－Ｔの実際の標準化活動の状況というものを分析するに当た

りまして、いろいろな統計分析といったものを総務省さんからの受託等の一部の中でＴ

ＴＣでは行っておりますけども、その中の代表的なデータとしまして、国別のＩＴＵ－Ｔ

の全ＳＧに向けた寄書の提案数と参加者数の２０１９年分のデータを示したのが５ペー

ジになります。この中で、寄書数、出席者数ともに中国が断トツの１位を占めているとい

う現状、さらに出席者に関しては、アフリカとか新興国の参加といったものが目立ってき

ておりまして、新興国含めてこういった新しい技術動向について非常に高い関心を持っ

て、そういった情報を交換する場としてＩＴＵ－Ｔが位置づけを持ちつつあるというふ

うに考えられると思います。 

 もう一つ新しいＩＴＵの動きといたしましては、６ページに示しましたけども、ＩＴＵ

－Ｔの会員が２０１７年以降、順調に増加しております。ただメンバーが増えているだけ

ではなくて、その参加企業の背景を調べますと、今までの通信という領域からはやはり大

きく広がった新規分野をバックグラウンドに持つ企業が増えておりまして、例えばオー

バー・ザ・トップと言われるようなＯＴＴのサービス事業者とか、保険企業、あとは金融、

フィンテックに基づくようなビジネス、あとは自動車、量子といったような、ここの絵に

も示しますような新規の企業が参入しながら、彼らは新しい課題を一緒にＩＴＵに持っ

てきているというのが最近の動向になります。 

 参考までに、１８年、１９年度の正規のメンバーと、準メンバーというのはアソシエー

トメンバーと申しまして、１１個のスタディグループの中で１個だけのスタディグルー

プに参加できる資格を持つのを準メンバーと申しますけども、ロゴで示しておりますけ

ども、こういった各企業のバックグラウンドを調べますと、かなりグローバルにマーケッ

トシェアを大きく占めている各分野でも代表的な企業というのがＩＴＵに今参加してい

るというのも新しい動向かと思っております。 

 このように、ＩＴＵ自体がこの４年間でも大きく変わりつつあるということですが、で

は、現状どのような議論がホットトピックとなっていますかということで、これも先ほど

の山口課長のご説明の中にもありましたけども、現状の今会期でのＳＧの構成は１０ペ

ージに示しておりまして、それぞれのスタディグループが扱うキーワードは赤字でマー

クしておりますけども、こういった課題について、ＩＴＵ－Ｔ局長は年に１度ほどＩＴＵ

－Ｔ活動の紹介といったような場がございまして、そういった資料から参考に、ＩＴＵ－
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Ｔで１１個の大きな課題、広い課題がございますけども、この中で業界含めてホットトピ

ックと言われるものがどういうものかといったときにまとめに使っている資料が１１ペ

ージの１枚になっておりまして、幾つかは、伝統的なＩＴＵ－Ｔの強みとなる課題を示し

ておりまして、通信品質とか電磁環境適合性とか、光を中心とした伝送技術、こういった

ものに加えまして、先ほどの新規メンバーでも触れましたけども、オーバー・ザ・トップ

のサービスにかかわるポリシーも含めた議論とか、昨今話題の５Ｇの移動網を支えるネ

ットワーク側の課題、そして、量子暗号、あと大きな評価の代表で示しますのが、４Ｋ、

８Ｋの映像伝送のために必須の圧縮技術である映像符号化で、Ｈ.２６５というのがござ

いますけども、これがいわゆるアメリカ、テレビ業界のある意味アカデミー賞みたいなも

のでエミー賞というのがございまして、これを２度目の受賞をしたということをよくア

ピールしております。１度目は、Ｈ.２６４という１個前の世代の符号化ですけど、こう

いうのに加えて、ＩｏＴ、スマートシティといったような課題は、これらは次期会期にお

いても現状のスタディグループの枠の中で引き続き重要課題として扱われる課題と言え

るかと思います。 

 これに加えて、新しい課題ということで、先ほどもフォーカスグループとか新規メンバ

ーの増加ということを触れましたけども、１２ページには、２０１７年以降設立されたフ

ォーカスグループ、１０個のタイトルとその技術課題であるキーワード、そしてそのグル

ープの進行のマネジメントを扱っている議長といった情報をリストしておりますけども、

ＩＴＵに加わった新規企業というのは、会員が新規の課題を開拓するためにフォーカス

グループの設立を提案する、さらにはそのマネジメントにも寄与するというような形で、

新規課題開拓にフォーカスグループを非常に積極的に活用しているということが言える

かと思います。こういったフォーカスグループのアウトプットというのは、いずれ関連す

るスタディグループのほうに展開されて、標準化に移動するというのがプランになって

おりますし、本格的な標準化の必要な場、課題として認知されますと、これは次会期、こ

こで挙がったフォーカスグループの課題をどこのスタディグループで検討するかという

ことが必要になってきます。 

 ここでは詳細はご説明いたしませんけども、２７ページ以降の参考資料のところに、こ

れもＩＴＵ－Ｔの中で年次活動報告や何かが行われる資料から編集したものでの参考情

報を付録につけておりますけども、参考資料１のほうは、先ほど述べました各ＳＧが現状

取り組んでおります標準化のホットトピックと言われるものを１０個前後ですけども、
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ポンチ絵的にご紹介しております。 

 参考資料の２のほうは、１０個ありますフォーカスグループの主な活動状況なり成果

ポイントといったものを図的に簡単にご紹介したものがございますので、それを参考資

料２として添付させていただきましたので、ご参考にしていただければなと思います。 

 次のページの１３ページになりますけども、これらの新規課題に加えて、ＩＴＵ－Ｔで

の標準化課題の優先課題というものと産業界のニーズといったものを整合させることが

必要であるというのがＩＴＵ－Ｔ局長の強い思いでございまして、ＩＴＵ－Ｔ局長は、定

期的に民間企業のＣＴＯの皆様に声をかけて、定期的に意見交換をするＣＴＯ会議とか

ＣｘＯ会議といったものを開催して、業界のニーズを集める、そこから将来の標準化課題

を抽出するということをしております。昨年の６月には、ＴＴＣでもＣＴＯ会議のホスト

をさせていただきましたけども、そういったＣＴＯ会議を通じて、少し技術の高いレベル

から課題提案がされておりまして、セキュリティとか今後インフラネットワークをいか

に共有していくかというような観点、あとは、モバイルを支える上で光ファイバのフロン

トホールとかバックホール含めた位置づけが極めて重要になるというような指摘、さら

には、ネットワークオペレーションでの機械学習の適用とかオープンソース、こういった

ような視点も業界リーダーから提案されておりまして、こういった課題を考慮した新規

課題といったものが考慮されるものと考えられます。 

 加えまして、１４ページにあります最近では非常にポピュラーになりましたＳＤＧｓ

に関しましても、ＩＴＵ自体は、ＳＤＧｓを実現にするに当たりまして、ネットワークで

つながることがソリューションにとって必須であるということで、ＩＴＵはＩＣＴによ

るＳＤＧｓ達成に貢献するということでプロジェクトも立てておりますし、我々として

も、標準化課題とＳＤＧｓのゴールとの関係といったものを明確にする観点で貢献して

いく必要があると思っております。 

 最後に３章ということになりますけども、これはもう先ほど山口課長の説明とオーバ

ーラップするところがありますので簡易にしたいと思いますけども、このタイミングで、

ＷＴＳＡにおいて次期４年間の研究計画とその重要な役職者を決めるということで、日

本としてもこの機会を非常にいいチャンスと捉えまして、将来ネットワークビジョンと

か先進技術課題の対応において日本の提案、考え方、戦略を反映するよう、積極的に取り

組めたらいいなというふうに思っている次第です。特に、これもご紹介がございましたけ

ども、ＩＴＵのＳＧの再編といったことが今回、種まきもございまして、議論になります。
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そして先ほどご紹介したようなホットトピックと言われる課題の中でのＡＩとかＩｏＴ、

次世代網、さらには量子といった、こういった重要課題をどういった体制で議論をするの

が望ましいのかを含めて、日本からの提案というものを求められると考えております。 

 ３.２は、これはご説明がありましたのでもう触れませんけども、局長の再編提案に対

して日本としても今回寄書を用意して対処するということで、１７ページ、１８ページに

ついてご説明は避けたいと思います。 

 １９ページも同じことになりますので、具体的に日本も寄書提案で行いますけども、こ

れはきっかけでございまして、今後、９月のＴＳＡＧ、そして先ほどご紹介もありました

ＷＴＳＡの準備会合をＡＰＴの中で行う会合が今後さらに３回ございますので、こうい

った場を通じて日本等の提案といったものを皆様方とご検討していきたいと思います。 

 ２０ページは補足資料でございますけども、再編をするに当たって考慮すべき事項と

して、ＩＴＵ－Ｔ局長の資料の中から挙げられている一つではございますけども、イノベ

ーションをどう捉えるかということで １つが、Innovation by ICTsということで、

それによって新しくもたらされますサービスとか、そういったものをネットワークとし

てどういう課題として捉えるかという視点と、innovation of ICTsということで、技術

そのものを含めてソフトウエア化とかＡＩとかクラウド化含めた、そういったものに関

連した標準化課題といったものを考慮した体制が要るというのが背景にあると考えてお

ります。 

 そのほかの重要課題として挙げられるものをこの後のスライドで３点ほど挙げており

ますけども、２１ページでは、将来網に関してということで、この課題は中国が非常に熱

心ではございまして、フォーカスグループではＮＥＴ２０３０というビジョンでの検討

で、将来ネットワークに向けた検討課題の抽出といったことを行っております。それに合

わせまして、中国の企業からは新ＩＰネットワークといったような、より具体的なソリュ

ーションといったものの検討の必要性などの提案がございまして、ＩＴＵを日本として

もグローバルな将来ビジョンの共有の場というふうに活用することと、非常にこういっ

た新しい技術に関心を今示しております新興国と先進国との間のブリッジのできる場と

いう形でのＩＴＵの活用というのも考えているかと思います。 

 もう一つの課題が次のページで、ＡＩになりまして、２０１７年以降毎年５月にＩＴＵ

はジュネーブで国連とも連携して、AI for Good Global Summitというものを３年間開催

しておりまして、この５月にも４回目が計画されておりますけども、ＡＩというものはや
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はり非常に幅広い、社会にインパクトがある大きな課題も持っているということで、いか

に安全で倫理的な手法でＡＩを活用するかに当たっては、非常にグローバルな情報共有

をする連携の体制が必要だということが今唱えられておりまして、ＡＩ Ｃｏｍｍｏｎ

ｓというようなイニシアチブも立ちあがりつつあるんですけども、日本の参加者がなか

なか少なくて、こういった動向については注視していくというふうに思いますし、ＡＩの

新規課題への対応も必須かと思います。 

 最後に挙げた課題としては量子通信ということで、この課題は、２０１８年以降、標準

化が急速に活発化いたしまして、この立ち上げに対して、日本からはＮＩＣＴに加えまし

てＮＥＣ、東芝、こういったメンバーが、既に国内で検討が進んでおります東京ＱＫＤと

いうネットワークのテストベッドでの成果を反映した形で、この１年タイムリーな対応

をされていまして、昨年の１０月末になりますけども、最初の量子暗号に関する勧告とし

てＹ.３８００というのがこういった日本のキーメンバーの貢献も含めて達成されたと

いう成果が上がっております。ただ、ＩＴＵの場では、ＱＫＤに限らないもう少し幅広い

形で量子課題を扱うべきということで、ＱＩＴ、Quantum Information Technology for 

Network という新規の取り組みをすべきということでフォーカスグループが立ちあがっ

ておりまして、こういったフォーカスグループの動きも踏まえて、次会期への体制にどう

反映するかといった対応も非常に重要になるかというふうに思っております。 

 以上が、ＷＴＳＡで議論される際のテクニカルなレベルのトピックといったものをご

紹介しました。２５ページにはまとめということで、標準化の背景、ＩＴＵ－Ｔの最近の

動向と課題がいろいろ広がりつつあるということをご説明させていただきました。最後

に、今後の日本の対処ということでは、今回のＷＴＳＡをチャンスとしてＩＴＵ－Ｔでの

標準化戦略及び新体制に対して、日本がいかにそこに優位に貢献できるかという観点か

らの寄与をしていく必要があろうというふうに思っている次第でございます。 

 今後ともいろいろアドバイス、ご支援等いただければと思いまして、以上でご紹介を終

えたいと思います。ありがとうございました。 

○相田部会長  どうもありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局及び前田専門委員からのご説明につきまして、ご質問、コ

メント等ございましたらお願いしたいと思います。 

 どうぞ。 

○今井専門委員  新しい方向性のご説明ありがとうございます。自由が丘学園の今井と
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申します。 

 私は現在、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０に耐え得る教育のインフラを整えるために、学校の中

の情報通信関係のインフラをつくっているんですけれども、使えるサービスというのが

グーグルが一番使いやすく、マイクロソフトといったように海外ばかりで、日本のものが

なかったということにかなりショックを受けまして、教育という切り口で、日本はどうい

うふうに情報通信ネットワークをデザインしていくかということがありましたら教えて

ください。今、現在どういう状況になっているかといいますと、まだ今皆さん、情報通信

ネットワークをうまく使う方法を模索中なんですれども、子供たちの提出物とかディス

カッションのベースがＬＡＮになっていて、Ｗｉ－Ｆｉを引いたところでデータ提出も

グーグルアプリなどで電子データで提出して、提出物もクラウドの中に保存する、テレビ

会議システムを使って外ともディスカッションをやっていき、そろそろＡＩ、ＶＲ、ＡＲ

とも入ってくると思います。そういう状況を鑑みて、教育という視点でどのような方向性

を打ち出していかれるか、決まっておりましたら教えてください。 

○相田部会長  これは事務局、前田専門委員どちらが？ 

○山口通信規格課長  まず教育の情報化という意味では、環境整備のほうを文部科学省

中心に我々総務省も協力しながらやっている段階だと思いますが、それで、現場でどうい

う形で利用されているかという視点は、私も十分に把握ができていないので、もし今日ご

参加の企業の方々で現場の状況などおわかりになる方がいらっしゃればちょっと補足い

ただければと思っております。 

○相田部会長  ＳＤＧｓあたりでここら辺の課題、話題とかいうのはないんですか。 

○前田専門委員  今のＩＴＵ－Ｔの中に e-education というようなキーワードの中身そ

のものをどうするかということがアプリケーションの一つですので、それに特化した扱

いというのは、まだ課題として設定はされていないと思います。ただし、そういった課題

を引き取るスタディグループ、土台はできておりまして、ＩＴＵ－Ｔの中でいくと、ＳＧ

１６というところがマルチメディアアプリケーションのシステムで、教育の現場で、手段

として何が必要かといったときに、電子黒板だとか電話会議だとか遠隔からのモニタリ

ングとか、そういう手段についての開発というのが、目的は e-health でもあり e-

educationでもありですけども、それを砕いたような形での技術ソリューションを考えて

いるスタディグループ１６というのが１つと、もう一つは、ＩｏＴスマートシティコミュ

ニティを扱うＳＧ２０というところが、まさにその教育とか社会を、コミュニティをいか
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に今より向上させるかという視点でいろいろな国からの提案がございまして、そういっ

た中に必ず教育というのは入っておりまして、このＩｏＴスマートシティの実現の課題

として、ＳＧ２０の中の課題にそういった適した課題の議論の場があるというふうに認

識しております。 

○今井専門委員  ありがとうございます。 

 基本的にはいろいろな技術、要素技術の議論というのが多いわけですけれども、結局そ

れをブーストして改善していくためには、サービスとしてどれだけ使えるかというとこ

ろが非常に鍵になってきているように思いました、今回いろいろアプリケーションとか

サービスを検討していまして。そういうふうに一つずつの技術だけでは勝てない、サービ

スとして人間が使う環境の中で要素技術がどういう形で使われているかというところを

見ないと勝てない状態になってきているのではないかなと強く思いましたので、その辺

の情報も今後よろしくお願いします。 

○相田部会長  いわゆる教育の情報化ということをメインにしている場としては、ここ

以外にもオープン・エデュケーショナル・リソース関係ですとか幾つかあるのに対して、

やっぱりＩＴＵ－Ｔは、広い意味での通信における標準化というところなので、そういう

ほかでやっているような教育の情報化って、やっぱりこういうところの互換性がぜひと

も要るよねというところになるとこっちに回ってくるんだと思うんですけど、まだ今こ

の場でないところでやられているという、そういうような感じなんじゃないかなという

ふうに思いますけれど。 

○前田専門委員  ただ、先ほども言いましたように、ＳＧ２０でやっているＩｏＴを活用

したスマートシティの実現という中には、例えばドバイだとかシンガポールとか、新規開

拓を面的にやろうとする中に、通信だけではなくてサービスの側面、水道から電力から教

育、e-health 含めてどういうビジョンを描いて、何が標準化対象なのかというのは議論

が始まっておりまして、ただなかなか技術中心の参加メンバーでそういう課題を扱うの

があまり得意でないという意味で、日本からの参加はこれからもっと増やしていかなけ

ればいけないという状況がございます。 

○相田部会長  ほかにいかがでございましょうか。 

○古賀専門委員  ちょっとこの場をかりて１つお礼をしたいと思います。資料１５－５

の資料の３ページ目で、ＩＴＵ－Ｔというところの真ん中あたり、上に５と書いてある５

月のところの下にＳＧ９というのがありまして、この会合は日本で行うということが最
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近決まりました。このＳＧ９は、次の４ページ目を見ますと、これはケーブルテレビをや

っているところですけど、ＫＤＤＩの宮地というものが議長をさせていただいていまし

て、この会議を日本でホストをするということで、日本としてしっかりＳＧ９を盛り上げ

ているという、そういう意義がありまして、こういう話が出たときに、総務省の方々、あ

とＴＴＣの前田さん、ほんとう前向きに、これは乗るべきだと。先ほど山口さんのほうか

ら説明がありましたけど、再編とか、そういうのがあったときにこのＳＧ９というところ

がちゃんと主導権を持てるようにという、そういう配慮をしていただいたということで、

そういううまく、さすが日本の中も動いていらっしゃるというところで、私としてもＫＤ

ＤＩとしても非常に感謝をしておりますということを一言述べさせていただきました。 

 あともう一個、ＳＧ９、ここに三角で入っている予定というのは、これは日程が決まっ

ているものだけが入っていまして、９月にもアフリカのガンビアというところで、ケーブ

ルテレビってやっぱり途上国はなかなか光引けなかったりするので、ケーブル使ってブ

ロードバンドとか、そういうところで盛り上がったりとかしているところがあって、そう

いうのを最後の最後までやって、ＳＧ９としてちゃんと成果を出してＷＴＳＡ－２０に

臨むという、そういうことでしっかり頑張っていきたいと思っています。 

 ということで、ほんとうにご支援いただいていることを深く感謝しております。 

○相田部会長  ほかにいかがでございましょうか。 

 では、まず梶原専門委員から。 

○梶原専門委員  よろしいですか。ご説明ありがとうございました。 

 再編の話ということと、今後、注目すべき動向というお話がありましたけれども、この

今後注目すべきビヨンド５Ｇというのか、６Ｇというのかの話ですとか、ＡＩですとか量

子って非常にこれからホットになってくると思うのですが、その新しい動きのものとＳ

Ｇの再編というものの関係性が、再編した後にもどんどんＳＧが追加されていくものな

のか、ＳＧの枠の中に入っていくものなのか、どう理解をしたらいいのか教えていただけ

ればと思います。 

○相田部会長  では、前田専門委員、よろしくお願いします。 

○前田専門委員  これは基本的にＩＴＵの場合は、各国からの提案に基づいての議論で

すので、ルール的には変更は可能です。ただ、今回再編が提案されている背景には、この

１２年間、大きなＳＧを変更してきていない、その中で新しい課題を吸収、ただどうして

も難しい課題が出てきて、ＩｏＴに関しては、今回のＳＧ２０というのが途中の会期中に
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設立されたＳＧでございまして、ですから、基本的には再編の中でも新しい課題を、少な

くとも４年間のビューは持った上で全て吸収できる体制でなければ意味がないという視

点で、ころころ変更すればいいものとは我々としては考えない、その上で、議長職とか、

そういったもののかなりのリソース提供になりますので、そこは腹を決めていくべきだ

とは思っております。 

○梶原専門委員  ありがとうございます。 

○山口通信規格課長  ちょっとさらに補足しますと、我々は今度のＴＳＡＧに寄書を入

れていますけれども、その中で、フォーカスグループというものがどこのＳＧに位置づけ

られるかということも問うておりまして、これはまさにフォーカスグループというのは

今ホットなトピックを扱っているので、これがどういう形で扱われるかというものも見

直しの中では重要な観点だと思っているので、そういう形で意見しているところです。 

○相田部会長  よろしいでしょうか。このＳＧの再編については、各ＳＧでの議論を、あ

るいはＡＰＴでの議論を踏まえて、国内では電気通信システム委員会のほうでご検討を

いただくということになるかと思いますけど、ただいまのご質問に関連して言いますと、

昨今の新しいテーマというのが来たときに、ややもするとＳＧの間で取り合いになって

いるように見えるようなことがあったということで、ＳＧ内で取り合いをし、あるテーマ

を検討するのにＳＧの間でリエゾンが返ってくるまで待つので検討がおくれるというよ

うな状況があるようであれば、それはやっぱりまとめる方向のほうがいいのかなと。その

一方で、新しいＳＧⅤですか、その他をまとめたみたいに見えるというのは、これはあま

り好ましいことではないのかなと。これは私の個人的な意見ですけれども、そこら辺、前

田専門委員はよくご承知かと思いますので、よくご検討いただければと思います。 

 もう１件、先ほど手が挙がっていたかと思います。よろしくお願いいたします。 

○藤本専門委員  資料の１５－６の１３ページの一番上に、５Ｇ時代のセキュリティと

いうことで、５Ｇ時代のセキュリティに注目していただいているというのはすごくいい

と思うのですが、セキュリティはどうしても横串のところがありまして、特に５Ｇは、技

術の使われ方によって考えなければいけないセキュリティというのが非常に多様になっ

てくるという意味では、あらゆる、例えば先ほどＳＧ２０でＩｏＴ、スマートシティの検

討がされている、そういった中でもセキュリティを十分検討しなければいけないという

ような、それぞれに入ってくるようなものだというふうに思います。そういった意味で、

連携の場の必要性というような形で出てきたのだと思うのですが、多いケースとして、Ｓ
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Ｇ１７というセキュリティを検討する場があるので、そことの関係性が整理されないま

ま、誰かがセキュリティを考えてくれているというような流れができてくるというのは

あまりよろしくないのではなかろうかというふうに思いますので、ぜひここで、せっかく

５Ｇ時代のセキュリティということで話題というか、トピックが注目されているところ

で、しっかり連携という形でもそれはいいかもしれないのですが、あらゆるユースケース

でセキュリティが検討されるような体制をＩＴＵの中でもとっていただけるといいかな

というふうに思います。よろしくお願いします。 

○相田部会長  これは、前田専門委員お願いします。 

○前田専門委員  セキュリティ、ＳＧ１７、お話のとおりでございまして、これは日本と

しても非常に重要なエキスパートで構成するＳＧでございまして、日本の現状のポジシ

ョンは、さまざまなレイヤーといろんなアプリから下のレイヤー含めてセキュリティの

要件が上がる中で、セキュリティのリソース、人材含めてばらばらにならないような形で

まず体制を組んだ上で、今おっしゃられましたように、５Ｇで単なる土管を太くするだけ

ではなくて、タイムセンシティブとかまさに非常にセキュアが必要とする重要な情報を

扱う中で、やっぱりレイヤーごとにいろんな団体が、ある意味勝手なメカニズムを入れる

中で、トータルでのセキュリティ・トラストは実現できているかという問題意識の提案だ

という認識で、ＳＧ１７含めた体制をどうあるかということと、その中で、そういったレ

イヤーの異なるアプリケーションに対するセキュリティをどう扱うかというのをＳＧの

ミッションとして明確にするということで議論していくものと考えております。 

○相田部会長  ほかよろしゅうございますでしょうか。 

 それでは。 

○芹沢専門委員  すいません、話題が１つ戻ってしまって申しわけないんですけど、先ほ

どの再編成に関してなんですけれども、再編成に伴った他国の意見というのは、多分今の

時点であまり見えてきてはいないと思うんですけども、もし見えている部分があればど

んなものがあるかということと、もう一つは、今回の再編に伴って、ＩＴＵ－Ｔのいろん

なルールがこの再編に伴って変わる部分で主なものが何かあるかどうかというところが

あればちょっと教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

○相田部会長  これは事務局のほうでありますか。 

○山口通信規格課長  後で前田専門委員にも補足いただければと思いますが、ちょっと

再編の他国の意見については、現状ではまだ把握できていないです。ＴＳＡＧ会合の次回



 

－22－ 

会合があって初めて局長のほう、Ｔ局長のほうからご説明があるので、そういった場を使

って他国の状況を把握したいと思っております。他方で、前回のＷＴＳＡ－１６の会合等

でも再編の議論はされておりまして、やはりＳＧ全体の構成が効率的な運用につながる、

なるべく削減してほしいというのが私の承知している範囲では欧米等の考えではないの

かなということもあって、そういう意味では、今回数だけは減った提案がＴ局長からされ

ているのも、そういったことを踏まえた提案になっているのかなと思います。 

 それからあと、ＩＴＵ－Ｔのルールとの関係は、我々もどのルールと関わるのか、特に

関連する決議がございますので、そういった決議も一緒に考えていかないといけないと、

すいません、今日の資料には入れていないんですけど、ＴＳＡＧのほうの入力寄書には、

関連する決議についても一緒に検討するべきだということを日本寄書の中に入れてござ

いますので、今後明確化していきたいと思っております。 

○芹沢専門委員  ありがとうございます。 

○相田部会長  よろしゅうございますか。 

 では、前田専門委員。 

○前田専門委員  他国の情報は今、課長がおっしゃられたように、明確な情報はまだです。

ただ、タイムフレームとして、次回２月のＴＳＡＧにおいては、全てのＳＧのマネジメン

トに対して、各ＳＧが次会期に向けてどういう課題編成を変えたいのか、何に重きを置き

たいのかというのを今、提案を２月までに出しなさいというフェーズですので、まずそれ

を踏まえた上で、国としてとか、再編は次のステップというのが段取りとしては正しいの

かなと思っておりまして、２月会合で幾つか情報は収集できるように努めたいと思って

おります。 

○相田部会長  よろしゅうございますでしょうか。 

 

（４）その他 

 

○相田部会長  それでは、大分時間も過ぎてしまいましたので、議題４、その他というこ

とに参りたいと思います。 

 事務局からご説明お願いいたします。 

○山口通信規格課長  参考資料１をつけさせていただいています。 

 こちら、技術戦略委員会というＮＩＣＴの次期中期計画だとか、あるいは次期の科学技
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術基本計画の見直しなどを見据えた検討が技術戦略委員会というところで昨年の１０月

から開催しておりまして、来年夏ごろめどにまとめていくんですけども、あわせて標準化

戦略のワーキンググループも設置して検討を進めています。１ページめくっていただい

たところに、検討項目等書かせていただいてございますけれども、先ほど前田委員からも

ご説明ありましたけれども、右上のところは、やはり標準化機関の活動そのものが大分変

ってきている、目的、プロセス、スコープ、プレーヤーと変わってきていますので、そう

いう現状認識をしっかりしたいということが目的と、それからその下以降は、実際に検討

項目としてどういう形でどういう分野を標準化活動の領域として注力していくべきか、

これは３ページの（１）のところ。（２）のところは、じゃ、その特徴や取り組みを生か

した標準化機関をどう活用していくといいのかというような視点、それから、（３）のと

ころは、推進方策として体制や支援策、それから（４）で標準化人材の確保と育成の方策

という、こういったものをしっかりと、スケジュールのところをつけさせていただきます

が、春ごろをめどにまとめていきたいと思っています。 

 答申としては、技術戦略委員会の形で答申をあわせていただくということで、こういっ

たことも踏まえながら、ＷＴＳＡに向けてまたＩＴＵをどう使っていくかというところ

にもインプットできればと思っておりますので、こういった取り組みもしておりますと

いうことをあわせてご紹介させていただきました。 

 以上でございます。 

○相田部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの２件のご説明につきまして、何かご質問、ご意見等ございますで

しょうか。 

○梶原専門委員  標準化戦略についてＷＧで議論しているということですけれども、こ

れはある程度まとまってきたときには、またこの場でご紹介いただけるという理解をし

てよろしいでしょうか。 

○山口通信規格課長  はい。また部会のタイミングでご紹介させていただきます。 

○梶原専門委員  標準化の進め方のところで、今までと様子が変わってきているという

ことに対して、この方々のメンバーで検討されているということですけれども、例えば国

研という中で深くかかわってくるとか、今まで通信系はメーカーというか、ベンダー側が

わりとやっていたところもあったと思うんですけれども、継続的なことをいろいろ考え

たりしますと、国の研究機関とかがわりとどっぷり入ったほうがよいのかなと思ってみ
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たり、先ほどの資料１５－４でしたか、９０名参加されたという、産官学のトータルの人

数があったんですけれども、それがそれぞれの人たちが何名ずつなのかという中で、企業

家が結構減ってきているのではないのかなと半分思いつつ、それをどういう形で補って

いくのかだとか、そういう観点も入っていくとよろしいのかなと思ってちょっとコメン

トさせていただきました。 

○山口通信規格課長  ありがとうございました。そういう意味では、ＩＴＵ－Ｔの中の量

子の話なんかもそうなんですけども、先端技術分野での国研の役割というのも標準化の

中で重要になってくるかなと思っておりますし、実際、今回の量子の関係の勧告が昨年で

きたんですけども、非常にＮＩＣＴの方の活躍が目覚ましかったというのがあって、そう

いう意味では、そういう視点、ＮＩＣＴ、国研の役割というのもしっかり考えていきたい

というふうに思っています。 

○相田部会長  よろしゅうございますでしょうか。 

 ほかいかがでございましょうか。 

 

閉  会 

 

○相田部会長  それでは、以上で事務局に用意いただいた議題は済んだかと思いますけ

れども、事務局から何かございますでしょうか。 

○萩本国際情報分析官  次回のＩＴＵ部会につきましては、ＷＴＳＡの資料にありまし

たけど、１１月にＷＴＳＡ－２０が開催されます。それについての対処に答申いただくこ

とになっておりますので、その前の９月か１０月ごろに開催できればと考えております。

また詳しい日程につきましては、部会長と調整の上、別途事務局でご案内差し上げます。

その際にはご出席のほどお願いします。 

○相田部会長  ありがとうございました。 

 全体を通じまして何か皆様のほうからございますでしょうか。 

 本日は予定の時間を大変超過いたしまして、申しわけございませんでした。しかし、Ｓ

Ｇの再編等々について、なかなか興味深い意見交換ができたのではないかと思います。 

 それでは、特にございませんようでしたら、第１５回情報通信審議会情報通信技術分科

会ＩＴＵ部会、本日の会合はこれで閉会させていただきます。どうもありがとうございま

した。 
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